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論 文 内 容 の 要 旨
痘癒群ウイルスに感染した細胞には細胞質内に封入体が形成される｡ これにはA, B二つのタイプのあ
ることが知られているが, 今までよく研究されてきたのはB型についてである｡ すなわち, B型封入体の
内部には, 未熟型ウイルス粒子が電子顕微鏡による観察で見出され, しかも, DNAや, ウイルス構成タ





まず, L株細胞や HeLa細胞をウイルスで感染せしめ, 感染細胞からA型封入体のみを分離して, そ
の構成タンパク質を免疫学的に調べた｡ 分離A 型封入体をウサギ感作してえた抗血清を用いて検 討 す る






ルス粒子を含む Ⅴ+ 型と, これを含まない Ⅴ~ 型の二つの株を混合して成熟させてみると, 重感染の成立
した細胞は, すべて Ⅴヰ型A 型封入体 (成熟ウイルス粒子を含む) をつくることを知った｡ このような混
合感染でつくられる -Ⅴ+ 型封入体には, たしかに Ⅴ+ 株, Ⅴ~ 株双方のウイルスが包含されている｡ この





れである｡ ところが, この株を Ⅴ~ 型封入体を形成する株と重感染してみると, Ⅴ+ の形質をもった封入
体が形成されることが明らかにされた｡ このことは, A型封入体の形質が封入体基質を合成するための形
質 (In)と, これに成熟ウイルス粒子を付着させる形質 (Ⅴ), の二つに区分されることを示すであろう｡
ワクチニア 1 H D 株を Ⅴ~ 型株と重感染した細胞に Ⅴ+ 型封入体が形成されるという事実は, 遺伝的な相
補が成立した場合と考えられる｡






混合感染でえられた子孫について検討した｡ この場合は, えられたプラーク111個のうち, 少なくとも14
個は組みかえ体としての形質を示すクロ- ンであった｡InとⅤの間で組みかえ体でえられなかったのは,
これら両者は強く連関しているからであろう｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
痘癒群ウイルスに感染した細胞には種々の細胞質封入体が形成されることはよく知られており, この群
に属するウイルスでも株によっていろいろ異なった形態をとることが, かなり記述されてきた｡ しかし,
申請者が研究の主題としているA 型封入体というものについては, 現在までのところ, その本性, 感染に
おける意義, 遺伝的なコントロール様式については殆んど知られるところがなかったのである｡
申請者は, その論文においてA型封入体の主成分をなすタンパク質を同定し, これによって同封入体の




遺伝的な研究においては, A 型封入体の形成について差のある種々の株をえらんで, 混合感染という方
法を導入することに成功した｡ 混合させる二つの株の組み合わせを, 種々異なったものについて検討する
ことによって, A 型封入体の形成には, 基質合成の支配 (In), 基質にウイルスを付着させる因子 (Ⅴ)
の存在を明らかにした｡ ニワトリ腔がこれらウイルスに感染させたときに種々の大きさのプラークが形成
されることはよく知られていたが, 申請者はこの点を詳細に分析して, プラークの大きさが各棟の遺伝形




あり, ウイルス学上重要な貢献である｡ また, 導入された研究法とその取り扱いは細胞, 遺伝, 発生など
の分野にも寄与するところが大である｡ 研究技術も優秀であって, 本論文は理学博士の学位を受ける価値
があるものといえる｡
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